
高感度：ＭＬＸは微弱な発光を捕らえます。

�   １×１０         moles のアルカリフォスファターゼ、

�   ６×１０        moles のエクオリンを検出します。

直線性：ＭＬＸは相対発光強度が 0.001 ～9,900 ＲＬＵの

�   ８桁にわたって直線的に応答します。

�   発光強度によりゲインを自動的に切り替えます。

�   低濃度、高濃度の試料も正確に定量します。

�

ＭＬＸ
発光プレートリーダー
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ＭＬＸはマイクロプレートルミノメータの性能を決める３項目、
感度、直線性、クロストークの排除に優れています。

ＭＬＸは発光測定で重要な再現性を高める機能があります。

ＭＬＸにはＤＹＮＥＸ社の基準を満たした光電子増倍管を用いています。

これにより安定した低ノイズでの測定を保証します。

ＭＬＸには±０．５℃の精度の温度制御機構および撹拌機能があり、

一定の条件で再現性よく測定できます。

ＭＬＸでは特許取得の内部光源を用いたフィードバック機構により

電源入力時に検出系がキャリブレーションされます。

ＭＬＸではグロー測定もフラッシュ測定も同じ精度で行えます。

フラッシュ測定には３本のインジェクターを使用できます。

データは１０m秒毎に取り込まれます。

クロストーク：�クロストークの排除は個々のウェルの発光を正確に測定する上で重要なファクターです。

� � ＭＬＸでは特許取得のプレートマスクを採用し、隣接するウェルからの光を遮り

� � クロストークを２．５×１０      ＲＵＬ未満に抑えました。

� � マイクロプレートをプレートキャリアーに入れると、温度コントロールプラットフォームが

� � プレートをプレートマスクに密着するよう押し上げます。

� � マイクロプレートの厚みにかかわらず、光学的に最適な位置で検体を測定します。


